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今　　回の特集、「いきいき女性社員のスゴさの秘密、
教えます！」はいかがでしたでしょうか。女性社員
としての不安、意気込み、苦労等の実感がこもってい
るように思えました。議論の中には男女関係ないと
思われる話もありましたが、男女区別ないところが
目指す方向とすれば、むしろいいのかもしれません。
　さて、男性ばかりの職場における女性に関して、埼
玉県のある産業廃棄物処理会社の記事を思い出しま
した。創業者の娘さんが突然社長になり、子育てをし
ながらISO14000取得、クリーンな職場環境を実現
し、地元との良好な関係を築き、今では業界のお手本
として多くの見学者が来訪しています。ここに至る
までに、ご自身が現場の仕事も経験される中で、男性
ばかりでは気付かなかった女性としての視点、そし
てそこからの気付きを、慣習にとらわれずに意識改
革やカイゼンとして行動を繰り返した結果だそうで
す。途中、会社を去る者や、社員や地元の抵抗にもあっ
たそうですが、何度も理を説いて粘り強く実行して
きた努力が結実したということです。よく見ると、
視点を除けばこれも男女関係なさそうな行動です。
　ところで、男性中心の職場の女性ばかりが着目さ
れていますが、その逆もあることをご存知でしょう
か。例えば看護師です。全就業看護師数（約100万
人）に対する男性看護師は約６％（2012年厚労省調
査）でまさに女性中心の職場です。力仕事や夜勤等で
重宝される機会が多いが、患者さんからの偏見や差
別的発言がまだ多いそうで、まさに立場変われば、
といったところです。そういえば、今春、小児科の
新米看護師となった知人がおり、彼の奮闘模様を一
度聞いてみたいとの思いが湧いてきました。�（I.O）

　　近ニュースやトレンド番組を騒がせている自動
運転車に興味津々です。海外の自動運転車は、ハン
ドルやアクセルがついていないものもあり、それが
動いているイメージ動画を見ると事故の不安が頭を
よぎります。
　日本での自動運転の研究開発は1980年代からと
比較的長いようですが、車庫入れや高速道路上など
の限られた状況が主だったようです。一方、欧米で
は2010年頃から開発が急激に進展し、街中での試
験走行を行うなど、法整備も含めて自動運転の現実
味が加速しています。そこで日本の国交省は、自動
運転システムを「オートパイロットシステム」と呼
称し、2012年から検討会を立ち上げ、法制度の問
題については国際協調を図りつつ、さらに検討を進
めているようです。
　自動運転車は過疎地の高齢者の足として、“無人
タクシー”などのサービスに最適ですし、生活の基
盤が変わりそうなインパクトを持っていると思いま
す。また、日本の自動車メーカーも、2020年まで
に一般道での自動運転を目指して自動運転車の開発
を進めているところもあります。
　そこで気になるのが、法整備がどうなるのか、一
般道における安全性はどのように保たれるのかで
しょう。工事中のマンホールに自動運転車が飛び込
んで来てはかないません。車載カメラやセンサーで
周囲の環境を認識し、危険を回避する仕組みなの
で、念のためそれらに反応する物をマンホール屏風
に設置するなど、何らかの工夫をする方がよいのか
もしれません。何かが便利になると、その反動で何
かが不便になるものですね。� （Y.H）
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